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 変更事項及び理由                              

  

１ 計画期間 

次期計画の基となる国の自治体ＤＸ推進計画の改定が７年１２月となり、本計画の

当初計画期間の終了までに次期計画を策定することが困難となったため、本計画を１

年間延長し、併せて字句の整理をします。 

 

２ 推進体制のＤＸ推進本部員 

 令和５年度に「能代市監査委員に関する条例」を改正し、監査委員の職務形態を常

勤から非常勤に変更しています。これに伴い、「能代市デジタル・トランスフォーメー

ション推進本部設置要綱」を改正し、構成員から監査委員を除いたため、今回の計画

変更に併せ、推進体制を整理します。 

 

３ 推進体制の指標等を活用した進行管理 

 計画期間の延長に伴い、字句の整理をします。 

 

４ 施策の柱①～③の数値目標 

本計画では、各種取組を「市民サービスのＤＸ」「地域のＤＸ」「行政のＤＸ」の３つ

の施策の柱に類型化しており、それぞれの施策の柱ごとに数値目標を設定しています

が、計画期間の延長に伴い、８年度の数値目標に変更します。 
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４ 計画期間                                 

本計画の期間は、令和 5年 4月から 9年 3月までの 4年間とします。 

 情報通信技術は日々進歩しており、変化の激しいデジタル社会の進展等に対応する必要が 

あります。このため、社会情勢や国の政策、技術革新の動向等の変化に応じて、随時見直し

を行います。 

 

５ 推進体制                                 

 市長を本部長とする能代市ＤＸ推進本部で、本計画に基づく施策を部局横断的かつ総合的

に推進するほか、指標等を活用した進行管理を行います。 

 また、ＣＩＯである副本部長が中心となり実務的なマネジメント（管理・運営）を行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＣＩＯ（最高情報統括責任者）は情報化施策全般のマネジメントを行い、ＣＩＯ補佐官は専 

門的な見地からＣＩＯを補佐する。 

 

【指標等を活用した進行管理】 

本計画の進行管理は、「数値目標」及び「重要業績評価指標（ＫＰＩ）」を用いて行います。 

 この計画で「数値目標」とは、施策の柱ごとに施策の達成度合いを検証するために設定する

指標で、計画の最終年度である４年後の数値を設定しています。 

 また、「重要業績評価指標（ＫＰＩ）」とは、実施した取組の進捗状況や効果を検証する際に、

達成度合いを測るために設定する指標で、今後、取組ごとに設定します。 

 

※ＫＰＩとは「Ｋｅｙ Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ」の略 
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１ 施策の柱① 市民サービスのＤＸ                      

（１）マイナンバーカードの普及促進 

  変更なし 

 

（２）行政手続き等のオンライン化 

  変更なし 

 

【主な取組】 

  変更なし 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

２ 施策の柱② 地域のＤＸ                          

（１）デジタル田園都市国家構想の実現に向けたデジタル実装の取組の推進、地域社会のデジタル化 

  変更なし 

 

（２）デジタルデバイド（情報格差）対策 

  変更なし 

 

【主な取組】 

  変更なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 取組事項 

 

【数値目標】 

  マイナンバーカードの保有率（R3の実績は交付率） 

34.8％（R3） → 88.2％（R8） 

※保有率は、有効なマイナンバーカードを保有している市民の割合。 

交付率は、死亡や期限切れ等を含む、これまでに発行されたマイナンバーカード

の枚数を人口で除した割合。 

【数値目標】 

  スマートフォンの利用率（18歳以上） 

84.4％（R4） → 91.9％（R8） 

※市民意識調査で、スマートフォンを利用していると回答した者の割合。 
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３ 施策の柱③ 行政のＤＸ                          

（１）自治体情報システムの標準化・共通化 

  変更なし 

 

（２）ＡＩ・ＲＰＡ等の利用促進 

  変更なし 

 

（３）テレワークの推進 

  変更なし 

 

（４）セキュリティ対策の徹底 

  変更なし 

 

（５）デジタル原則に基づく条例等の規制の点検・見直し 

  変更なし 

 

（６）ＢＰＲの取組の徹底 

  変更なし 

 

（７）オープンデータの推進・官民データ活用の推進 

  変更なし 

 

【主な取組】 

  変更なし 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【数値目標】 

  情報システムが標準化・共通化完了かつ安定稼働している比率 

0.0％（R3） → 100.0％（R8） 

※標準化・共通化が完了し、業務に支障なく運用ができているシステムの割合。 
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